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• この用紙に裏表直接記入する事．
微分方程式は sin t や et を用いて解けるとは限らない. そこで, 近似的に
解くことが重要となる. 微分方程式の解に十分近い数列の漸化式（差分
方程式と呼ぶ）を作り, その数列の値を計算機で具体的に計算して, 近似
解を作ることを, 差分法と呼ぶ. 差分法の手順は次の例のようになる.

{
f ′(t) = −2f(t) + t

f(0) = 1
(1)

hを十分小さい値とする. 例えば h = 0.01

このとき,

f ′(t) ; f(t + h)− f(t)

h

tk = hkおよび, fk = f(tk)とおく.

すると, f ′(tk) ; (fk+1 − fk)/h

よって, (1)より



fk+1 − fk

h
; −2fk + hk, k = 0, 1, 2, 3 · · ·

f0 = 1

;を=にかえて, 漸化式

{
fk+1 = fk + h(−2fk + hk)

f0 = 1
(2)

を数値的に解くと, (1) の近似解が得られる. (2) を (1) の差分化と言う.

hを小さくすればするほど近似はよくなる.

問 2.1{
f ′(t) = −f(t)

f(0) = 1
の差分化を求めよ. h = 0.1 とし, 電卓で最初の 10 項

f(0), f(0.1), . . . , f(0.9) を計算してみてグラフに書いてみよう.



解答

問 2.2

微分方程式

x′(t) = p(t), p′(t) = 0, y′(t) = z(t), z′(t) = −9.8

x(0) = 0, p(0) = 1, y(0) = 0, z(0) = 5

の差分化を求めよ. h = 0.1 として, 電卓で最初の 10 項を計算し,

(x(t), y(t)) の値をプロットしてみよう.

解答


